
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに

おける

授業予定

臥床患者がいる場合のシーツ交換 演習

各コマに

おける

授業予定

リネンのたたみ方

ベッドメイキング 演習

第

5

回

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

看護実践に必要な環境について理解し、その中で「シーツ交換」の技

術を習得でき、説明することができる
テキスト

配布資料

第

4

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

看護実践に必要な環境について理解し、その中で「ベッドメイキング」

の技術を習得でき、説明することができる
テキスト

配布資料

テキスト

配布資料

第

1

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

安全管理の重要性を理解し、あらゆる状況下にある患者の安全を守

り、事故を未然に防ぐための知識・技術・態度を理解し、説明すること

ができる テキスト

配布資料

第

3

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

看護実践に必要な環境について理解し説明することができる

テキスト

配布資料各コマに

おける

授業予定

援助の実際

１．ベッドメイキング

２．リネン交換

３．ベッド周囲の環境整備

各コマに

おける

授業予定

Ⅰ．環境整備技術

1.療養生活の環境

2.病室の環境のアセスメントと調整

3.援助の実際

各コマに

おける

授業予定

看護技術とは

第

2

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

安楽の意味を、看護を受ける人の視点から考え、看護援助へとつな

げ実践できる知識・技術・態度を習得し、説明することができる

系統看護学講座　専門分野２　基礎看護技術Ⅰ　医学書院

系統看護学講座　専門分野３　基礎看護技術Ⅱ　医学書院

看護技術が見える１・２　メディックメディア

技術習得に関しては、自己学習時間での反復練習、また、原理原則に沿った基本的技術のうち、感染予防・安全・安楽に関する事前復

習をして望む。

授業の

方法
内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習

の具体的な内容

小テスト、出席並びに課題提出状況、筆記試験、技術試験で総合的に評価する。

看護における技術の重要性を理解し、看護展開の基礎となる基本的技術のうち、感染予防・安全・安楽の技術の概要と具体的方法につ

いて理解する。

人々の健康を促進するための必要な日常生活行動の援助に関わる援助方法の基本について学ぶ。

人間にとっての環境の意味を理解して、健康的な生活環境を整えるための援助方法を習得する。

担 当 教 員 赤木　恭美
実務経験と

その関連資格

対 象 学 年 1年生 学期及び曜時限 教室名

講義演習

科  目  名 基礎看護技術Ⅲ 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2020

学        科 看護学科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法



各コマに

おける

授業予定

感染防止の技術

針刺し予防策

感染性廃棄物の取り扱い

各コマに

おける

授業予定

感染防止の技術　演習

・鑷子と綿球の取り扱い・滅菌布の開け方

第

15

回

講

義

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

感染予防における看護師の知識と基本的態度を理解し、説明するこ

とができる
テキスト

配布資料

第

14

回

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

感染予防における看護師の知識と基本的態度を理解し、説明するこ

とができる
テキスト

配布資料

各コマに

おける

授業予定

感染防止の技術　演習

・滅菌ガウン着脱、滅菌手袋着脱

各コマに

おける

授業予定

感染防止の技術

無菌操作についてのグループワーク

第

13

回

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

感染予防における看護師の知識と基本的態度を理解し、説明するこ

とができる
テキスト

配布資料

第

12

回

講

義

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

感染予防における看護師の知識と基本的態度を理解し、説明するこ

とができる
テキスト

配布資料

各コマに

おける

授業予定

感染経路別予防策

感染経路別予防策の基礎知識

洗浄・消毒・滅菌

各コマに

おける

授業予定

衛生学的手洗い・個人防護具演習

各コマに

おける

授業予定

温罨法・冷罨法演習

第

11

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

感染予防における看護師の知識と基本的態度を理解し、説明するこ

とができる
テキスト

配布資料

第

10

回

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

感染予防における看護師の知識と基本的態度を理解し、その基本で

ある「手洗い」「個人防護具」の技術を習得でき、説明することができる
テキスト

配布資料

第

9

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

感染予防における看護師の知識と基本的態度を理解し、説明するこ

とができる
テキスト

配布資料

第

8

回

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

安楽の意味を、看護を受ける人の視点から考え、看護援助へとつな

げ実践できる知識・技術・態度を習得し、説明することができる
テキスト

配布資料

各コマに

おける

授業予定

Ⅱ．感染防止の技術

１．感染防止の基礎知識

２．標準予防策

テキスト

配布資料

授業の

方法
内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習

の具体的な内容

テキスト

配布資料各コマに

おける

授業予定

Ⅱ．苦痛の緩和・安全確保の技術

　　　罨法

各コマに

おける

授業予定

ベッドメイキング技術試験

第

7

回

講

義

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

安楽の意味を、看護を受ける人の視点から考え、看護援助へとつな

げ実践できる知識・技術・態度を習得し、説明することができる

第

6

回

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

看護実践に必要な環境について理解し、その中で「ベッドメイキング」

の技術を習得でき、説明することができる


